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　福島県のレジ袋削減データ（推計）
①レジ袋の使用量
　●国内で１年間に使用されているレジ袋の枚数
　　約300億枚（日本ポリオレフィンフィルム工業組合2002年度試算）
　●福島県における１年間の使用枚数
　　300億枚÷１億２千万人×200万人＝約５億枚
 　　　　　　　　　　　　　　↓
　　※１人当たり年間使用枚数：約250枚（１週間に約５枚の割合）
②レジ袋の削減効果
ア　石油使用量
　　１枚のレジ袋を使用するために必要な原油量は18.3ｍL
（日本ポリオレフィンフィルム工業組合2002年度試算、採掘
から製造までの全エネルギーを換算）

　●仮に県内のレジ袋５億枚を原油換算すると、
　　18.3ｍL×５億枚＝9,150kL
　　　⇒ドラム缶（200L）換算で45,750本分に相当
　　　　これは、約8,100世帯分のエネルギー使用量に相当
（資源エネルギー庁エネルギー白書2006より算出、9,150kL
÷約1.12kL＝約8,169世帯）

イ　二酸化炭素排出量
　　レジ袋１枚当たりのCO2排出量は約50g－CO2
（38.2GJ/KL×18.7kgC/GJ×0.0000183KL=0.013kgC× 
44/12=0.0479kg－CO2）

　●仮に県内のレジ袋５億枚を削減すると、
　　50g×５億枚＝２万５千トンのCO2削減効果
これは、森林（杉人工林）の二酸化炭素吸収量約2,000ha（約
179万本）分に相当
（林野庁ホームページ資料より算出、25,000t÷１本当たり
吸収量14㎏＝約179万本、杉人工林１ha当たり80年生杉約
800～900本換算）

　●家庭からの１世帯当たり年間の二酸化炭素排出量は、5,277.3㎏－CO2
（全国地球温暖化防止活動推進センター家庭からの年間二酸
化炭素排出量（2006年））

　　25,000t÷5,277.3㎏＝約4,700世帯分の年間排出量に相当
　　これは、福島県の世帯数約722,000世帯（H20.4.1）の約0.7％分
 

　質疑応答
Ｑ１）なぜ、レジ袋を有料化するのか
Ａ１）レジ袋の削減については、従前からマイバッグ持参の呼びか
け、レジ袋辞退者へのポイントサービス等の様々な手法により取
組みが進められてきましたが、これらの取組みでは辞退率等は２
～３割で推移していました。
　一方で、レジ袋の無料配布の取り止め、いわゆる有料化を実施
した事業者の店舗においては辞退率等が平均して８割を超えてい
るという調査結果もあり、無料配布を取り止めることで、レジ袋
の削減が飛躍的に推進され、大きな温室効果ガスの削減やごみの
発生抑制につながるものと考えています。
Ｑ２）なぜ、コンビニエンスストアやドラッグストアは有料化し　
　　　ないのか。
Ａ２）今回の無料配布中止の取り組みを実施するに当たって、コン
ビニエンスストア業界やドラッグストア業界にも参加を呼びかけ
たところですが、現段階での協力は得られませんでした。
　まずは、多くのレジ袋を使用する大規模食品スーパー等から開
始することにより、この取り組みがその他の店舗に拡大すること
により、コンビニエンスストア等の参加につながると考えていま
す。
　なお、県（市町村）では、今後もコンビニエンスストアやドラッ
グストアにも呼びかけを続けていきたいと考えています。
Ｑ３）レジ袋はごみ袋として再利用している。
Ａ３）ごみ指定袋のない市町村にお住まいの方の中には、レジ袋を
ごみ袋として利用したり、お出かけの時の持ち帰り袋として利用
している方がいらっしゃると思います。レジ袋をごみ袋として利
用することは有効な方法であると思いますが、必ずしもレジ袋を
利用する必要はなく、ごみ袋を使用すれば足りることでもありま
す。また、生ごみを捨てる際には、レジ袋ではなく、十分水切り
をしてから持ち帰り用のナイロン袋やトイレットペーパー等の包
装袋を活用するなどの方法も考えられます。
　県民の皆様にはこの取り組みの趣旨をご理解いただき、「使う
分以上にもらう」、「無料だから受け取る」というこれまでの取
り扱いを見直し、「必要がある時に必要な分だけ利用する」とい
う意識でレジ袋の削減に御協力をお願いできればと考えています。

　皆さんが日常の買い物で使用しているレジ袋は、本当は不要
であっても、何気なく受け取ってしまい、最終的にごみとして
使い捨てされるものですが、このレジ袋にも多くの資源やエネ
ルギーが使用されています。
　レジ袋を無駄に使わないための無料配布中止（有料化）の取
組みは、環境への負荷を軽減するライフスタイルへの見直しのきっ
かけとして、全国的に取組みが拡大していますが、福島県内に
おいても、6月1日（月）から、多くのレジ袋を使用する大規模食
品スーパー等でその取り組みが開始されました。
　レジ袋をごみ袋として再利用されたり、お出かけ先でのごみ
持ち帰り袋として利用している方もいらっしゃると思いますが、
「無料だから受け取る」というこれまでの取扱いを見直し、「必
要がある時に必要な分だけ利用する」という意識でレジ袋の削
減に御協力をお願いいたします。

ストップ・ザ・レジ袋
地球にやさしい“ふくしま”

6月1日（月
）

からから
6月1日（月

）
から レジ袋の無料配布が中止されました。

お買い物には、マイバッグを持参して出かけましょう！

　県内のすべての実施店舗をご覧いただくには県のホームページをご覧ください。http://www.pref.fukushima.jp/hozen/
　また、実施店舗にはポスターやのぼりが掲示されておりますので、レジ袋の使用削減に御協力をお願いいたします。

実施店
（浜通り地方）

・イオンリテール株式会社（ジャスコ）　・株式会社イトーヨーカ堂
・株式会社ブイシージー（ブイチェーン）・株式会社マイカル（サティ）
・株式会社マルト　　　　　　　　　　　

■お問い合わせ　福島県環境共生課　　024－521－7248

地球にやさしく!
資源を大切にしよう!

Let's Enjoy
エコショッピング マイバッグをもって

楽しいお買い物を!

レジ袋から
マイバッグへ

エコたん
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